
（別紙４）

～ R8年　４月　21日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ R8年　４月　21日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ R8年　４月　21日

（対象数） 2 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

園と事業所間で定期的に会議等打ち合わせを行いスムーズに

支援等を行えるようにしていく。

2

保育所等訪問だけに限らず、普段からコミュニケーションを

取ったり、情報共有を行う。

3

保育所等訪問だけに限らず、普段からコミュニケーションを

取ったり、情報共有を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

いつでも話しやすい環境にあるがきちんとした段取りを行う

こと。

2

支援や特性に関するスキルアップをはかり、保育所等訪問

支援の実施経験を積んでいきます。

3

保育所等訪問支援についてもっと知ること。また、実際に多

く取り組んでいる事業所の行い方を聞いたり実際に見学させ

てもらう。

○事業所名 ハッピーテラスきららの杜ごか教室

○保護者評価実施期間 R8年　４月　16日

○保護者評価有効回答数

R8年　４月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　4月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R8年　４月　16日

実施に保育所等訪問支援を行った際に係るタイミングやどこま

でかかわっていいかが難しい。

実施の回数が少なく、経験値の低さ。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

認定こども園からの移動職員がほとんどのため、共有を簡単に

行っていまう。

他事業所と同じように保護者、園を介した段取りをきちんと行

えなかった。

保育所等訪問支援の経験値が低いこと。 経験が少ないこと。保育所等訪問についての知識不足。

認定こども園の敷地内にある事業所のため日程調整が行いやす

い。

保護者に間に入ってもらい日程等を決めているがお互いに分か

らないところなどは確認できるようにしている。

園からの移動職員がほとんどのため共有が行いやすい。 日ごろから支援以外の話の話もするようにしているので、話し

やすい環境になるようにしている。

園の方針や保育観に沿った支援が行えるところ。 実施前に担任からアセスメントを取っている。

事業所における自己評価総括表公表


